


は
じ
め
に

　

徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
〜
一
九
五
七  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
と
交
流
の
あ
っ
た

人
物
は
多
い
。
神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
の
徳
富
蘇
峰
記
念
館
で
は
、
蘇
峰
書

簡
を
約
四
万
六
千
通
所
蔵
し
て
お
り
、
差
出
人
の
数
は
約
一
万
二
千
名
と
し

て
い
る
。
そ
の
す
べ
て
の
人
と
蘇
峰
が
親
し
く
交
流
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

蘇
峰
の
交
際
範
囲
の
広
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
人
数
で
あ
る
。
蘇
峰
自
身
、
交

際
範
囲
の
広
さ
を
認
め
、
そ
の
中
で
も
真
の
恩
人
と
認
め
た
の
は
四
人
で
あ

る
と
断
言
し
た
。
明
治
新
政
府
の
礎
を
築
い
た
思
想
家
・
横
井
小
楠
（
一
八

〇
九
〜
一
八
六
九
）、
小
楠
の
第
一
門
弟
で
蘇
峰
の
父
・
徳
富
一
敬
（
一
八
二

二
〜
一
九
一
四
）、蘇
峰
が
生
涯
の「
先
生
」と
し
て
慕
っ
た
教
育
者
・
新
島
襄（
一

八
四
三
〜
一
八
九
〇
）、
そ
し
て
、
蘇
峰
が
住
み
込
み
で
教
え
を
受
け
、
思
想

上
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
と
な
り
に
も
影
響
を
受
け
た
旧
幕
臣
・
勝
海
舟
（
一

八
二
三
〜
一
八
九
九
）
の
四
人
を
、蘇
峰
は
「
四
恩
人
」
と
称
し
た
。
今
回
は
、

こ
の
四
恩
人
の
中
か
ら
、
徳
富
一
敬
・
蘇
峰
親
子
二
代
に
亘
っ
て
ゆ
か
り
が

あ
っ
た
海
舟
と
小
楠
に
つ
い
て
、
蘇
峰
の
文
献
を
も
と
に
考
察
す
る
。

徳
富
親
子
と
勝
海
舟

　

徳
富
親
子
と
勝
海
舟
の
縁
は
、
横
井
小
楠
を
介
し
て
始
ま
っ
た
。
海
舟
は
福

井
藩
の
藩
政
改
革
を
成
功
さ
せ
た
小
楠
を
尊
敬
し
て
お
り
、
小
楠
を
「
先
生
」

と
称
し
て
交
流
し
て
い
た
。
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
、
海
舟
の
代
理
人
と
し

て
坂
本
龍
馬
（
一
八
三
六
〜
一
八
六
七  

土
佐
藩
郷
士
）
が
小
楠
を
訪
ね
た
際
、

徳
富
一
敬
は
書
記
と
し
て
同
席
し
た
。
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
は
、
最
後

の
熊
本
藩
主
・
細
川
護
久
（
一
八
三
九
〜
一
八
九
三
）
と
と
も
に
一
敬
が
上
京
し
、

こ
の
頃
か
ら
海
舟
と
本
格
的
な
交
流
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
八
八
七（
明
治
二
十
）

年
、
海
舟
が
赤
坂
に
暮
し
て
い
た
徳
富
親
子
を
氷
川
（
現
・
港
区
赤
坂
）
の
自

邸
に
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
、
海
舟
は
徳
富
親
子
の
た
め
に
別
棟
を
新
築
し
た

こ
と
か
ら
、
海
舟
が
徳
富
家
に
並
み
な
ら
ぬ
敬
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
興
味
深
い
点
と
し
て
、
蘇
峰
は
海
舟
を
恩
人
と
し
て
称
賛
し
な
が

ら
も
、
非
常
に
身
近
な
間
柄
を
う
か
が
わ
せ
る
文
献
を
い
く
つ
か
残
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　

勝
さ
ん
と
親
し
く
識
る
こ
と
が
出
来
、
且
つ
教
え
を
受
け
る
こ
と
が

　
　

出
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
予
に
と
っ
て
は
大
い
な
る
光
栄
で
あ
り
、

　
　

大
い
な
る
愉
快
で
あ
り
、
且
つ
同
時
に
大
い
な
る
誇
り
で
も
あ
る
。
勝

　
　

さ
ん
の
門
人
と
い
う
も
の
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
門
人
の
う
ち
に
は
、

　
　

維
新
の
新
秩
序
を
打
出
し
た
る
薩
長
連
合
の
鎖
と
も
な
り
媒
酌
人
と

　
　

な
っ
た
坂
本
龍
馬
も
あ
る
。
口
広
き
話
で
あ
る
が
、
い
わ
ば
わ
れ
等
も

　
　

亦
そ
の
坂
本
等
と
、
時
を
隔
て
た
る
同
門
の
士
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

　
　

何
た
る
愉
快
で
あ
る
か
。「
勝
海
舟
先
生
」（『
蘇
翁
感
銘
録
』
一
九
四

　
　

四
年　

実
雲
社
）

　

蘇
峰
が
四
恩
人
を
語
る
時
、
父
親
の
一
敬
以
外
は
、
客
観
的
に
語
る
際
に

敬
称
を
略
し
、
主
観
的
に
語
る
際
に
は
「
先
生
」
を
付
け
た
。
時
に
、
海
舟

だ
け
「
さ
ん
」
付
け
で
語
る
こ
と
が
あ
り
、
文
面
も
い
く
ら
か
軽
さ
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
蘇
峰
は
海
舟
を
恩
人
と
し
て
尊
敬
の
念
を
抱
く
と
と

も
に
身
内
と
接
す
る
よ
う
な
親
し
み
を
感
じ
た
恩
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

徳
富
親
子
と
横
井
小
楠

　

徳
富
親
子
の
恩
人
で
あ
り
、
海
舟
が
偉
人
と
評
し
た
横
井
小
楠
は
い
か
な

る
人
物
で
あ
っ
た
か
。
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
、
小
楠
は
私
塾
小
楠
堂
を

開
き
、
徳
富
一
敬
を
は
じ
め
、
二
十
名
余
り
の
門
下
を
育
て
た
。
当
時
の
熊

本
藩
藩
校
・
時
習
館
の
教
育
方
針
は
、
朱
子
学
を
重
ん
じ
て
お
り
、
実
学
主

義
の
小
楠
か
ら
見
て
、
時
習
館
の
教
育
方
針
は
旧
態
依
然
の
も
の
で
あ
っ
た
。

小
楠
は
教
育
面
か
ら
藩
政
改
革
を
試
み
た
が
、
守
旧
派
の
反
対
に
よ
っ
て
失

敗
に
終
わ
っ
た
。
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
、
熊
本
を
離
れ
て
福
井
藩
主
・

松
平
慶
永
（
春
嶽
）
に
迎
え
ら
れ
、
福
井
藩
の
藩
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
頃
、
海
舟
等
幕
臣
や
坂
本
龍
馬
な
ど
志
士
と
交
流
し
、
彼
ら
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
福
井
に
お
け
る
藩
政
改
革
は
順
調
に
進
み
、
国
是
七
か
条

（
後
の
五
箇
条
の
御
誓
文
の
礎
）
を
た
て
て
、
参
勤
交
代
の
廃
止
な
ど
を
実

現
し
た
。
明
治
維
新
後
、
微
志
参
与
と
し
て
新
政
府
に
召
集
さ
れ
る
も
、
一

八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
京
都
に
て
暗
殺
さ
れ
た
。
現
在
、
郷
土
・
熊
本
に

は
旧
居
が
保
存
さ
れ
、
横
井
小
楠
記
念
館
が
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

小
楠
が
世
を
去
っ
た
頃
、
蘇
峰
は
六
歳
の
少
年
で
、
生
前
の
小
楠
か
ら
教

え
を
受
け
る
機
会
は
無
か
っ
た
が
、
小
楠
を
四
恩
人
の
一
人
と
し
た
の
は
、

蘇
峰
の
父
・
一
敬
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
徳
富
家
の
親
族
で
あ
っ
た
こ
と

が
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。
徳
富
家
は
横
井
家
と
姻
戚
関
係
が
あ
り
、
小
楠
の

後
妻
・
津
世
子
は
一
敬
の
妻
・
久
子
の
妹
で
、
母
方
を
た
ど
る
と
小
楠
は
蘇

峰
の
義
理
の
叔
父
に
あ
た
る
。
ま
た
、
貧
し
い
下
級
藩
士
で
あ
っ
た
横
井
家

を
裕
福
な
郷
士
で
あ
っ
た
徳
富
家
が
支
え
て
お
り
、
幼
少
期
か
ら
蘇
峰
自
身
、

小
楠
に
対
す
る
徳
富
家
の
態
度
を
、
信
仰
心
に
近
い
も
の
と
し
て
感
じ

取
っ
て
い
た
。

　
　
　

予
の
家
庭
も
母
の
家
庭
も
、
み
な
小
楠
崇
拝
者
の
家
庭
で
あ
っ
て
、
小

　
　

楠
先
生
と
い
え
ば
、
予
が
父
の
如
き
は
殆
ど
人
間
以
上
の
人
と
し
て
尊
崇

　
　

し
て
い
た
。
そ
れ
で
二
口
目
に
は
小
楠
先
生
と
言
い
、
予
が
家
の
如
き
は

　
　

殆
ど
小
楠
先
生
に
奉
仕
す
る
た
め
に
出
で
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
る

　
　

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
予
は
こ
の
雰
囲
気
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
勢
い
小
楠
に

　
　

私
淑
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
横
井
小
楠
先
生
」（『
蘇
翁
感
銘
録
』
一
九

　
　

四
四
年　

実
雲
社
）

　

実
際
に
面
識
は
な
く
と
も
、
徳
富
家
全
体
に
漂
う
小
楠
崇
拝
の
精
神
か
ら
、

蘇
峰
は
小
楠
の
影
響
を
強
く
受
け
恩
人
の
一
人
と
し
た
。
特
に
蘇
峰
は
、
小

楠
が
封
建
制
度
の
時
代
に
、
海
外
に
目
を
向
け
た
見
識
を
高
く
評
価
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
後
に
蘇
峰
が
記
者
活
動
を
す
る
規
範
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
（
註
１
）。

ま
と
め

　

徳
富
親
子
に
と
っ
て
海
舟
は
、
徳
富
家
別
宅
「
老
龍
庵
」
の
扁
額
（
山
王

草
堂
記
念
館
所
蔵
）
や
海
舟
絶
筆
と
な
っ
た
書
（
山
王
草
堂
記
念
館
に
複
製

を
所
蔵
）
を
気
軽
に
依
頼
出
来
る
ほ
ど
親
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
横

井
小
楠
は
、
徳
富
家
が
代
々
思
想
を
継
承
す
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
一

時
期
、
海
舟
や
小
楠
ら
旧
幕
臣
を
過
小
評
価
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
も
の
の
、

蘇
峰
が
『
勝
海
舟
伝
』
や
『
小
楠
遺
稿
』
等
を
ま
と
め
た
の
は
、恩
人
で
あ
り
、

後
世
に
伝
え
る
に
足
る
人
物
と
し
て
二
人
を
評
価
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

主
要
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献

徳
富
蘇
峰
『
勝
海
舟

伝
』
一
九
三
二
年　

改
造
社

徳
富
蘇
峰 『
我
が
交

友
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』
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九
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四
年

実
雲
社

大
田
区
立
勝
海
舟
記
念
館
編
『
勝
海
舟
記
念
館
図
録
』
二
〇
一
九
年
　

熊
本
市
教
育
委
員
会
編
『
近
代
日
本
の
先
駆
者　

横
井
小
楠
』
一
九
八
一
年

註（１
）「
小
楠
は
封
建
割
拠
の
、
恰
（
あ
た
か
）
も
人
間
が
目
白
や
カ
ナ
リ
ヤ
の
籠
の
中
に

　
　
　

生
活
し
て
い
る
が
如
き
時
代
に
お
い
て
『
何
ぞ
冨
国
に
止
ま
ら
ん
、
何
ぞ
強
兵
に

　
　
　

止
ま
ら
ん
、
大
義
を
四
海
に
布
か
ん
の
み
』
と
言
っ
た
。
彼
は
実
に
当
時
に
於
い

　
　
　

て
世
界
を
狭
し
と
す
る
大
規
模
、
大
見
識
が
あ
っ
た
の
だ
」（「
横
井
小
楠
先
生
」）

　
　
　

と
蘇
峰
は
述
べ
て
い
る
。
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徳
富
蘇
峰
の
恩
人

　

～
勝
海
舟
と
横
井
小
楠
～
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原田直次郎画　横井小楠肖像（1891年）
海舟への贈呈品として蘇峰が依頼した。
（大田区立勝海舟記念館所蔵）


